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IRSA の紹介
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NASA/IPAC Infrared Science Archive (IRSA) 
第２回データアーカイブワークショップ
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IRSAの紹介

https://irsa.ipac.caltech.edu/frontpage/

• 赤外・サブミリ 域の巨大データアーカイブ 
• １兆近くの astronomical measurements                
(全24-band の全天探査データを含む） 
• 天文系の査読誌で取り扱われるデータの約1/10 
は IRSA から取得されたものらしい
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WISE image service
第２回データアーカイブワークショップ

3.6 µm 4.5 µm 12 µm 22 µm

複数天体調べることも可能

画像はFITS/PNG/region file としてダウンロード可能

IRSAの紹介
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WISE catalog search
第２回データアーカイブワークショップ

3.6 µm 4.5 µm 12 µm 22 µm

7

試しに１天体調べることも

手持ちのカタログとクロスマッチすることも

全天体から条件をつけて天体を絞り込み、 
母サンプルを作ることも可能

IRSAの紹介
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IRSA の優れている（と個人的に思う）点
第２回データアーカイブワークショップ

3.6 µm 4.5 µm 12 µm 22 µm

IRSAの紹介

• データのフォーマットが統一されてい
る点（自分が用意したテーブルが 
IPAC のフォーマットになっているか
をチェックしてくれるサービスもあ
る） 

• １回使い方を覚えれば、全ての赤外線
カタログや画像について、同一の手法
でアクセスできる点 

• Python, IDL, TOPCAT などとの連携



アーカイブの恩恵を受けた研究成果

第２回データアーカイブワークショップ



アーカイブの強み
第２回データアーカイブワークショップ アーカイブの恩恵を受けた研究
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•数億にも及ぶ天体の中から、自分の興味がある天体を選
び、すぐに研究に着手できる点【統計的研究】 

•個数密度が極めて小さい「レア天体」を発見可能な点
【宝探し】



統計的研究例：銀河/AGN の光度関数・自己相関関数
第２回データアーカイブワークショップ アーカイブの恩恵を受けた研究

11Toba et al. (2017a)

銀河・AGN (~26,000 天体) の 22 µm 光度関数 Dusty AGN (~4,000 天体) の 自己相関関数

Toba et al. (2014)

赤外線可視光
i - [22] ≥ 7.0 (AB mag)



宝探し①: SDSSとWISEを用いた極超高光度赤外線銀河探査
第２回データアーカイブワークショップ
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name log (LIR/L◉)
Normal < 11

Luminous IR galaxies (LIRGs) 11 - 12
Ultra-luminous IR galaxies (ULIRGs) 12 -13

Hyper-luminous IR galaxies (HyLIRGs) 13 -14
Extremely-luminous IR galaxies (ELIRGs) > 14

宝探し①: HyLIRGs/ELIRGs 探査

Lee et al. (2013)
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空間個数密度が 
極めて小さい

Gruppioni et al. (2013) 
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宝探し①: HyLIRGs/ELIRGs 探査

HyLIRGs/ELIRGs “候補”の選出
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Toba & Nagao (2016)



ELIRG の発見（宇宙一明るい銀河の１つ）
第２回データアーカイブワークショップ

Toba et al. (2020b)
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宝探し①: HyLIRGs/ELIRGs 探査

• SCUBA-2/JCMT によ
る サブミリ波 (450, 
850 µm)追観測 及び 
SMAによる サブミリ・
ミリ波 (870 µm, 1.3 
mm) 追観測 (Toba et 
al. 2018). 

• SOFIA による遠赤外線 
(89, 154 µm) 追観測 
(Toba et al. 2020b).



 Quadruply lensed quasar の発見
第２回データアーカイブワークショップ

Glikman et al. (2018)
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Matsuoka, Toba et al. (2018)

WISE1042@z=2.52

宝探し①: HyLIRGs/ELIRGs 探査

HST image

1″

SDSS WISE5″

log (LIR/L◉) = 14.57!

WHT 
(Canary islands)

（実際はlenseされていた…)



宝探し②: SDSSとWISEを用いdust-obscured AGNに付随する電離ガス調査

第２回データアーカイブワークショップ

Toba et al. (2017c)

宝探し②: dusty AGNs の電離ガス・分子ガス調査
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• SDSSとWISEで見つけた 36個の dust-
obscured AGNs の SDSS spectra を解析 

• [OIII]5007A 輝線の profile から 電離ガス
アウトフローの強さを測定 

• Dusty AGN は 典型的なAGNに比べて、強
力な電離ガスアウトフローを示す傾向にあ
ることを報告



ALMAを用いた分子ガス調査
第２回データアーカイブワークショップ
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宝探し②: dusty AGNs の電離ガス・分子ガス調査
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• Toba et al. (2017c) で特に強い電離ガスアウトフローの
兆候を示す天体をALMAで観測 

• CO line の profile からは有意な分子ガスアウトフローの
兆候なし 

• IR-CO 光度関係もこれまでの相関に乗る



多波長データの重要性

第２回データアーカイブワークショップ



Optically “dark” galaxies!?
第２回データアーカイブワークショップ

19
Toba et al. (2020c, submitted)

Yamaguchi et al. (2019)

• 可視光線（場合によっては近
赤外線でも）では全く見え
ないが、長波長にいくと見
えるような天体 (optically 
dark or invisible galaxies) 
が近年、注目を集めつつあ
る気がする (e.g., Wang et 
al. 2019, Nature).   

• 光赤外だけではない、多波
長データを同時に扱う重要
性が増すはず

多波長データの重要性



波長横断型の cutout image service
第２回データアーカイブワークショップ

https://darts.isas.jaxa.jp/astro/akari/cas/tools/explore/obj.php 20

DARTS

IRSA

https://darts.isas.jaxa.jp/astro/akari/cas/tools/explore/obj.php


Sky view
第２回データアーカイブワークショップ
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hscMap (HSC) Sky Viewer (DESI)

https://darts.isas.jaxa.jp/astro/akari/cas/tools/explore/obj.php


まとめ
第２回データアーカイブワークショップ 2020.03.30
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• アーカイブや公開データに必要とされる要件 
• 統一されたデータフォーマット・アクセス手法 
• 多波長（X-ray-radio) データアーカイブ！？ 

• アーカイブによりあげられた成果、期待できる成果 
• 統計的な研究 (e.g., 光度関数・自己相関関数）を迅速に 
• 空間個数密度の小さいレア天体（e.g., ELIRGs) 探査 
• ある波長で drop/excess しているような天体 (e.g., optically dark galaxies) 探査


